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隱本における白嗜好とその背景
　　　一 ア ジア にお ける国際比較研究を通して 一
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一 A 輪 m 騨 r繍 V 鬱 S量贓 yin　Asiafi　Areas 一

齋藤 美穂　 MhO 　Salめ 早稲田大学　　Waseda 　Universi

1．縫本人 の 臼嗜好

i−− 1．田夲の調査における日嗜好

　日7玉心
・
躍学会がその学術翁又雑誌である ］心理学研

究 1 を世に送 り 出 し た の は 19置 年の こ と で あ る が、
．
その 第 1巷第 4号 の掲載論文の

．
）ち 4編 は色彩 に関わ

る研究 で あ り 、9 たそ の うち 2編は色彩目薔好に関連 し

ノこもの で ある。当 時の ア ．メ リカにおける実験心理学の

影響を受け、口本 の心堙学会におい て も色彩嗜好の研

究が盛汽、に行わ れ．ていた様子 を鶏 い知ることができる 。

　 し か しノよが ら ．初 期 の こ ろ の 1滑究は　そ
．
の ほとんど

が垠 られ た群 敦の純色に よる も の で ，色相の 嗜好の み

に雪及 し．色彩の 『属性 とし1う概念かく充分 に含まれて

いなか っ た。よた分析方法等が健立し多元的な解釈を

色 彩 嗜好 に 沿 い て 行 え る よ う にな っ た き っ か け

は　
．
！96〔｝年の ろ か らの S［⊃法と因子分析等の MDS の

手法の開発 にあると考えら 1　 K．D 。

　こ れ らの色彩屡好の研究の 甲 σも 「白」に対する ］耆

好が調査報告の 「：t］で 明 らか に．さ れ たの は ．殆 ukada 他

（］964）による研死以瞎と考え られるが ．その後の 数々

の 研究 ，例メーぱ 円本 色彩儲究所 （
’
．992） ffの言周査綣昊

に おける 旧 79 ゴ1午 か ら 1993年 に至 るまでの継年推移を

見て も ，どの 年 ぐも白は嗜好色 の集 5位を下
．
二）た こ と

が な い と 1の う事実が明白 に な る 、、

　齋藤
・
冨1田 ・

：1』1後 （199］a ），齋藤・
鬲闍

・山下 （199］b）

は Ll本 の 四部市 （索京 ・大阪
・福岡 ・冨 山）で ］6DO

［＝1＝ 匸∬二二二＿ 一

人 を対 象 に色彩 嗜好 調 査 を 実施 し た、調 査 方 法 は

POCS （日本色研配色体系）から選び出された 10色相

× 7 ト
…・

ン の有彩色と無彩色を色見本とし、その中か

ら嗜好角お よ び嫌悪色の 1位〜 3 位までの 選択 と その

選択理由を求めるというものである。表 ］と 表 2が示

すように ，どの震性 （居住地域 ・性 ・年齢）にお い て

も 、日に 対サる嗜好が最も高い ことが指摘でぎる。

］
− 2．欧米等との比較を通 してみた日本人の自嗜好

　 しか し日本で は安定 しτ い る こ の 日 に 薦 する嗜好 の

高さは，齋藤 C1981）の行 っ た 9 つ の文化的グループ

における色 彩嗜好 の 国際比較調査結果の中では ，日本

人に特徴的である こ とが指摘され て いる。こ の研究で

は 、ア メ リカ ，ドイ ツ　Z
−一ス トラ リア ．デ ン マ

ー
ク，

南ア ブ Ll力共和 国、パ プア ； コ
ー

ギ ニニア ，在日外国人

日系 ア メ リカ入 の 各グル
ー

プで の嗜好と日本人 の 自彩

嗜好を上述と同じ調奮方法で比較 して い るが ，そ の 中

で E 本における白嗜好が他の地域にはみ られない特黴

約な嗜好で ある こ とが指摘された。表 3 は こ れ らの地

域の 嗜好結果を数韋化 3 類によ り分析し．さ らに各グ

ル
ープの D − Scoreを示したもの で ある 。 こ れ らの数

値は ，その値が大 ぎ い はど両者間の嗜好がか け離れて

い る事 を示 百 。こ の 結果を舁 て も明 らかなように，日

本は他の グル
…

プか らかけ離れた 嗜好傾向を持つ こ と

が指摘 で きる．こ れ は 日 ZKにおける自1省好が他 の 地域
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表 1　日本の四都市における嗜好邑と嫌悪色の上位
一

覧表
一一総合結果と性別による結果
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注 ：表 1〜表 6の選択率は一位から三ii位に おけ る選択度数を人数で割 っ た数値である 。 例えば こ の表の総合結果

にお ける臼の選択率は 1600人の被験者の嗜好色の
一

位か ら三 位における Eヨの選択度数が 474であ っ た ことを示す。

　
＊
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表 2　 日本の 四都市 （東京 ・大販 ・福岡 ・富山）における嗜好色と嫌悪色の上位一覧表
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X3  D-SCORES(Like)

U.S,A GermanyAustraliaDenmarkS,AfricaP.N.G.Foreigners.j-Americantt

U,S.A. o.oo'

Germany O,37 o.oo

Australia -eq-1O,42 O.60 o,oo

Der]mark O,491 O.30 O.55 o.oo

S,Africa O.19 O,44 O.39 O.57 o,oo

P,N.G, O.51- O,66 O.47 O.78 O,34 o.oo

Freigners. O.47 O.33 O.68 O.54 O,50 O.87 o.oo

j-Amerlcan O.30 o,fjo O.44 O,66 O,29 O,25 O.74 o,oo

Japan 1.26 .rln,･IL,1 l.60 1,40 1.25 l,38 1,24 O,8S'

 )E:

]4

S,Africa=South Atrica, RN.G.=Papua  New  Guinea

i]:･i:e"EM(cr.es[t6llgzaikkbreXthOthfti-

, 1:oreigners.=Foreigners in Japan,

eqx

J-American=japanese  American.
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で は 見 られな い 傾向で ある こ とに起因する。

　さ らに、こ の研究で はアメ リ力人・E1系アメ リ力人 ・

El本人の嗜好を比較する こ とにより，居住地域で の文

化と亀彩嗜好との 関わ りに関して考察 しているが．そ

の 結果 、日系ア メ 1丿力人 は H 本人 G く り彼 らの 居住地域

であるアメ ソ カに近い色彩嗜好傾闘を持 っ て い る とい

うこ とが D − Sooreの結果よ り示竣された。すなわち

表 3 にもあるように 、日系アメ リ力人はア メ リカ に対

して は O．30，懸応 に対 して 1ま0．85とい う数値を示 して

いるか らであ る v

　こ の こ とはまた ．居住地域の文化とい う環上竟要因が

色彩嗜好に影饗を及 ［ます可能性の ある こ とを指摘する

も の で あ っ た 。

　このよ うに考えると 1 似たよ うな文化を持つ と考え

られる地域 百は．類似の色彩嗜好傾向が現れる可能性

表 5　日本と台湾に お ける 嗜好色と嫌悪色 の
一

覧表

も考え られる。仮にそ うで あるな らば地理 的にも文化

的にも欧米ほどはかけ離れ て い ない と考えられる地域，

例えば周辺のアジア地域と比較したな らば 、日本 と同

じ様な蜘嗜好が見 られ る可能性がでて くると推測され

た。

1 − 3，ア ジ ア 地域 にお ける色彩嗜好調査

　表 4は韓国 〔ソ ウル）とE］本 （菓京）を比較 した研

究結果 （齋藤 ，1992）である。確 かに両者の色彩嗜好

に 遣い は晃らR るが ，臼に対する嗜好は韓国 で も高く、

そ の 選択率は Eヨ本以上 で あ る こ とが指摘で き る 。こ の

よ うな傾 向 は表 5で示 した台 湾 との 比較 （齋 藤 ＆

Lai　1992）で も 指摘さ れ ，さ ら に 表 6の 日本，中国 、

イ ン ドネシアにお［7 る比較研究 （Saito　1996）でも明 ら

かとな っ た 。 すなわち こ れ らの ア ジ ア地域で は共通 し
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て 臼へ の嗜好が高 い 事 が石窪認 さ れ た の で あ る 。

　も 1うろん ，白曙好以外の点に陵を向けるならばそれ

ぞれの地域 に独特の嗜好傾向〔まある 。 例えば ，双対尺

度法に よ っ （：分析 した韓国の場 合，そ の 匚餮好 の特徴は ，

無彩色嗜好 、Y 系、　YR 系そして ダル ト
ー

ン へ の好みで

あ り．同じ分析による台湾 の場合は ．PB 系，　 P 系，

GY 系 ．ライ トト
ーン へ の 好み が El本と比較 した場合

の 特徴と郡 っ て し、る ．

　コ レス ボ ン ド分析の 結果 、申因ではビビ ッ ド ト
ーン

へ の 高し、…1耆好と G 系 （特にビビ ッ ドグリ
ー一

ン ）に彊 す

る嗜好が特徴で あ る こ とが指摘ざれた 。 また自，ビビ ッ

ドプル
ー

およびビビッ ドグリ
ーン の 上位 3色で 全選択

率の 3 割を宀めるほど 1 こ れ らの色に対 して 嗜好が集

中するとし、っ た反応の傾向にも特徴があ っ た 。

　同じ分析 によるイ ン ドネシ ア の 場合、その特徴とな

る の は中国とは逆にビビ ッ ドト
…ン を嫌うと い う傾向

である 。 特に ビビ ッ ドイ エ ロ
…

は派手すぎる し明る す

ぎる とい う理 白か ら嫌わ れ で い た。こ れ らの 各地域 の

色 彩嗜好の 詳細 に つ い て は 文献 （齋藤 ：］992，齋藤 ＆

Lai］992，　Salb・］Eif；4，1996a ．1996b）を参照 し て い た だき

た い。

　いずれ にして も，こ れ らの地域との比較研究結果は

白嗜好が ア ジ ア の かな D広い 地域にわた っ て 見られる

可能性を指摘するも の で あ D 、さ ら に 調査対象地域を

広げ て検討し
一
（行く必要がある こ とを示 竣するもので

』

ある 、 さ らに争彩嗜好が性別や年齢と い っ た個体的影

響要因の みならず ．地理的文化的要因によ っ ても影響

さ れ る こ とを指摘した と 需えよう。

2．白嗜好の 背景

2 − 1．白のイ メ ージ

　こ の 白に対する高い嗜好の原因がどこにあるのか即

座 に決定するの は 難し い が 1
一

つ に は 色 の持 つ イメ
ー

ジが作用 して いる こ とが選択理由か ら指摘でぎる 。 白

に対する イ メージ は，日本と韓国におし、て はぼとん ど

共通 して お り，こ れ らの地域で は，その 「純粋・清潔」

さが嗜好 の 基盤 とな っ て い る こ とも指摘された 。

　ヨ本 ・中国
・イン ドネシ ア で の比較調査 で得 ら れ た

選択理 由か ら白嗜好の背景を探ると，F『本 で 白が好 ま

れた埋 由は 「清潔」「綽粋」i何と で も調和する」 …さ

わ や か一目 芙 し い 」 7明 る い 」 「やさ し い一1「自然 な イ

メ
ージ」である の に 対して 、中国で は 「締 絮」とい う

［
一一
二：． ．コ 162L ＝ 二］
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理由が大 嶋を占め ，そのほか には 「エ レガン ト」「明

る い 」1美 しい．「真 っ 白だか ら」 と い うイメ
〜ジ が好

まれた理 庄に挙がっ て いた．また臼は 「神聖な色」と

も表現ざれ て いた 。 対象蕎の中には 「自は全ての 色の

源であるの で 内に含ん で い るもの が豊畠で ある」とい

う理由も挙げ（／LVI，lv −．方，イ ン ド早 シ ア で臼が好ま

れた場合は　「淆潔．… 「純湃1」「．：ニコ
ー．一一

トラル」「明るい 」

とい う理由が多 く晃 ら れ た。

　しか し若 丁で はあるが 、甲 国では臼を嫌 っ て し、る対

象者が ，特に男憧 こ見られた こ と「こ着 圉したい （中国 ：

！ike　297％ 、　 d　slike 　8．9％ イ ン ドス シ ア ：Ilke　24．2％ 、

dislike　3、2％　 日本 ：liL〈c　i6．0％、　dislike　O．0％ ）。 その

運由 と し （
．
は 「生 気がな い」1

’
室と虚」「わび しい 1「死

の イメージ」 とい っ たもの で あ っ たが，日本で はそ の

ようなイメ
ー一

ジは全 く見 られなか っ た v また±述の選

択率が示す様に　／ ン ドネ シ アでも霞を嫌う対象者が

若干み られたが ，「明るすぎる」、
．
汚れやすい」「単純

．
すぎる 亅などがそ の 理由であ っ た。 こ の ように イ ン ド

ネ シ ア で は中闕と違 っ て 「死」のイメ ージ は 持 た れ て

い なか っ た事が特筆 すべ ぎ烹 である と 思われる。

2 − 2、各地域における臼嗜好の背
’
景

　韓 国の 場合，臼は 所謂八 レの 自で あり，例えば市が

立っ 日は若い女性が晴れやかな純 日 の衣装に桃色の上

着で 近隣の 村か ら 集ま ：）て ぎたり．お年蓍｝りの多くが

今日でも E・い衣装を身にまと ：）て い る様子を團に す る

こ とがで ぎる、韓国のそのよ うな臼に対する愛着の念

は，遠く新羅の頃 か らの 白へ の神聖視が多分 に 影響 し

て い る と考え られる 。

　台湾にお い て も自は尊い色と して象黴される。昔の

皇蕾の 冠に用い られた飾 りの 玉は ．白と規定され て い

た 。 女性の礼服の 色 で も 、六百石以下の官禄の婦人は

白を使年できなか っ ．1／と い う事か らも ，臼が尊ばれ て

きた様子を知る こ とが 1
申

1来 る 。 また現在で も台湾で 「白

馬王 子」 と嵩えば 1 茗い女性にと っ て最も理憑的な恋

人と将 天 の 夫 と い う慧昧を示 す．

　
一
方 ．イ ン ドネシアの場合に白が好まれた理由は清

潔や純潔とな っ て い るが F こ の国における白と尊敬の

念との結 び つ ぎ は 自 い 帽子 に 見 る こ と が出来る。イ ス

ラム の亟で あ るイ ン ドネシ ア で は毎年秋 に行われる

メ ッ カ へ の 巡礼 に洞乃 人 も の 回教徒が く D だす が，

メ ッ カの 猛暑によ り毎年多 くの死者が出るほど，そ
．
の

巡礼は過酷な も の と言われ で いる。しか し．それは信

仰 の 厚 さ を爪 す も の で あ り．無鶏 1こ巡礼を終え て 帰 国

したもの は ，それ以後白い幡子をかぶるこ とが許され

人々の尊敬を得る こ と ができるそ うで ある。やは りこ

の国で も白を特別な色彩 ととらえる背景は存在する。

　しかしここで指摘しなければな らない事 は、前述 し

たように，中国文化になると自は死や悲 しみを意味す

る色と して の意味あ い が 日本より強く現れ 、よ っ て嫌

われる場合もでて くるという点である。例 えば台湾 1こ

お け る蒋介石 の 中 ：E記 念堂が白い 大理石 （屋根は青紫

の瓦）を使用 して い るの もこの悲しみの意味を含む 。

中国文化では E体 や韓国 と違いハ レの色 として冠婚で

用 い られ る の は組 の 方で ある 。

　 このように，ヨを塔好する背景はそれぞれの地域に

より少しつ つ 異なるようで ある。すなわち日本や韓国

で は主に 「清潔や純粋 1中国や台湾で は 「純潔」イン

ドネ シ アでも 「清潔や純潔」というように「主に清潔

感やけがれの な い 様が 白の 口書好を支え て い るが 1 「清

潔」とい う場合には物運的なけがれのな い状態と結び

つ くの に対 し，「純潔」とい う場合には心 に1ナがれの

な い清ら か な 状態をも 示 すの で ，そ の ニ ュ ア ン ス は 少

し異なる。また前述のように，白が嫌われる場合の理

由も中国・台湾とイ ン ドネ シア で は異な り、前者が「死．1
のイメ ージな の に対 し，後者は 「明る すぎる 」とい う

のがその理 田 である 。 よ っ て嫌う場合も好かれるとぎ

と同様に ，そ の 理由や背景は地域によ り変容する こ と

が指摘で ぎる。

2 − 3．一般論か ら考察する日本人の臼嗜好の背景

　色票の 日 に対する嗜好が色彩嗜好調査の中で 現象と

して現れる の は、先にも述 べ た様に 1964年以降で ある

が，古来よ り白は E 本に お い て 好まれ る 理由を 多く持

つ 色であ っ たことが文献か ら確認でぎる。これは多分

に臼に対する袴蟇塁視が原因して い ると考えられる。日

本 で は 天照大御神の よ うな 太 陽神に対す
’
る 太 陽信仰が

その原因 にな っ ていると考え られる 。 その場合の臼 は

太陽光の 色 とい う慧昧を持 っ て いる。漢字の 「臼」は

1
．．
赤」と同様に 太陽と関連して おり、具体的には太陽

の輝ぎを表現 している。

　日本茜代の 基本的な色名は 「あか」「しろ」「あお」

．
一
く ろ 亅の 4色 で あ っ た が ，「し ろ j に は 「B 」と い

う文学の他 に 「素．亅の字が使わ れて い た 。 色名と しで

の 「しろ」は 「しる （著）し」 と同根と され て い るよ

うだ。「白」が太陽の輝きを表現 しているのだ とする

と ，「素」は何も塗 っ て いない 状態 や初心者を示す c

　 しが し本来 「臼」 と
一
素」 には明懼 に 使用 上 で の 区

［：：二三
一
　

一一｝．一一冖一尸　
二二ll：二二二＝ コ 163 ［ 二 ＿…． 一＿ 二 ニコ
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別 があ っ たよ うぐある 4 ［薬」と書くシ ロ は目然のま

まの色彩で 、その色相が備であろ うと 「素色 （しろ い

ろ）一と表現して い る 。 こ れ に対して太陽や水などで

加：−1：：され臼倭、に晒さ月
匡1た ものを 「白．」としている、、

　一一方，古代 Eヨ本で は
π

自」「毒」は王権や祭祀 とい

うような冂 心を表す色彩象徴 で あ っ た。こ の 白と青は

対にな っ て祭祀などに関す る と ［ltによく登場 して い る。

また天 の 岩戸 の 衵話 で も 「「部 1」幣 （あお に ぎ て ）と

臼相幣 〔しろにぎて）を賢木の枝にとりつ ［づ
．
た

一 ・一

とい う異含に・一一
つ のセ ッ トとして の 存在が ，古代 E 木

の 色彩には感 じられる、、この臼と青のセ ッ トはモ ン ゴ

ルやテ ユ ル ク系諸族で lv 天や祭祀 との関連で 見かけ

る組み合わ ヒi
．
で登場 tjる 。

　い ずれに して 治 茜 と自の対は尊い神様を祀るとぎな

どによくでて くるが、特に ［白一．には神秘的 ・超自然

的な力が あ ると考え られていた。『古事記」によれば 1

足柄 の 坂神が臼鹿 に な り，伊服岐の 山神が白猪に な り，

倭建命が臼罵にな っ て い る 。

　こ の よ うな白と天や祭配との関わ りは現在でも神官

の装束に見 られる 。 すなわち臼い衣は神の 近くに仕え

る新鮮さ　清らかさ，無垢とい う意昧を持つ こ とか ら

神官の装束に用 い られ る よう「こなる。「枕草子」で も

「白う」とし、う藷巣は新しい と し1う意味に用 い られ て1

い る こ と を考えると、白は新鮮さをも意味 したものと

考え．られ る ．

−
Fヨぎ馬」．Eヨぎ猪 1「白き 鶏」など の よ

うに神へ のお供えは白色に限 られている。

　また色が律令塵家体制の
一

環と して 位階制や身分制

に用い られた こ とはよ く知 られて い るが，推占天皇

（603年）の冠伽．十
．
二 階 で 1ま．1一で立か ら紫

・青 ・赤 ・

黄
・
白

・黒と定め られて い た 。 しか し持統天皇 （690

年）の 時 に 大宝 令 （70
’
1年）・養老令 （718年）と修正

され ，一上位から 日　・黄摂｝
・紫 崇課芳 ・fii非・紅 ・黄杢象・

燻 ・鞫萄
・
緑

・
紺

・
縹

・
桑

・
黄

・楷衣 ・奏 ・柴 ・橡黒

と な っ たtS ［≡摺 意すべ ぎ点で あろう。すなわち ，自が

天皐の愈，黄丹が塁太子の色．そして 紫が臣下の最高

位の 色ときれた と いう点である。

2 − 4．祥瑞との関わ り

　日 が尊 い 色 ，巖高 の色と い う 観念と 結びつ い て
’
い る

原因に、こ のような蒼 代律令国家の定めた服色の体系

があるが，その 他に も大切な要素と して考え られるも

の に 「祥瑞」 との 関わ りがある．『古 く中国では ，王

者の徳とその 治世 （予告を含む〉に感応 した天地が．

色彩 や形姿の 得煮 な 勤植物や 天 文現象を出現させ ，ま

た逆にその出現 によ っ て、王者の徳や治世を確証し，

宣伝するとい う考え方があ っ た 。 それは，観念的な甼

靄世界観 ・
国冢観 ・統治観をきわめ て儷別的に、具象

的 に理解 し，表現 し．演出 す るもの で あ っ た。祥瑞と

はこのような考えたかたのもとで出現する ，あるいは

出現させ られた異体的な モ ノ で あ り 1 それは州県や外

国か ら王 者の も と へ 献上された 。 したが ⊃ て、その モ

ノ と して の 祥瑞は　その つ どその つ ど に おける王者の

治世と天地との諸関係を表象す る記号 とな り，つ ねに

その 読み とき が必要 に な
．
⊃ てくる 。

…　　 司 〔「歴史

学事典」第 3巻よ り）とあ り、祥瑞のル
ー

ツ 1ま中国に

あるわけなのだが ．H本で の祥瑞の 始まりは 650年の

白雉改元をもた らした白雉の 献上か らのことと言われ

る。孝徳朝に臼雉が 出 現 し，さらに称徳天聖 の とぎに

も白雉が献上され て い る。白雉は「古来ま れなる霊鳥」

「吉祥亅「めで たき祥瑞 」 として珍車された。こ の と

きす で に 白色 に 関連 し たモ ノ が出現 して い る こ と に 注

E した い、、つ ま り当時の人々 がN に対 して超能力や霊

．1生を感 じて い た事 と深くつ なが りを持 つ と考え られる。

　 しか しEl本で の 祥瑞はそのル
ー

ツ で ある中国とは少

し異な っ で展開されてくる 。 すなわ 5 ，中国で は麟
・

鳳 ・亀 ・龍の類が祥瑞の最高位で あるの に対 し，こ の

ような モ ノ は El本で は非常にまれ で ある こ と に注目す

べ きである 。

　飛罵 ・奈良時代の 祥瑞で は 「M雉」「白雀」「Eヨ鳥」

「白鷹」IEヨ狐」「白亀」 「自鼠」など非常にヨと関違

したも の が多いが ，平安時代にな っ て もその 傾向は変

り らず白色と関連 した祥瑞が最も多い 。紫色の祥瑞〔特

に紫雲）が 13回使用され るの に対 して ，実に白色の

祥瑞は 6B回も使われた こ とは特筆すべ きであろう。

2 − 5．臼に対する特別視

　さて ．太古か ら伝承され て きた神話や伝説な ど に よ

る と 「化」，すなわち化ける とい う極め て 呪的で 神秘

的な現象をひきお こ すモノの色の多 くが白色であ っ た。

こ の こ とは古代の人々 が白に対して ある種の畏敬の 念

を持ち ．神性や呪力を感じて い た こ とを表 して い る と

いえよう。また古代の日不 人は特に自然 に存在 する色

彩など に対 して
一

種 の 信仰 をも っ て 接 して い たと考え

られるが ，草や木や動物の色 で不思議を感 じるもの に

11しろ 」 の 名前 を 付 け て称 して い た 形跡も あ る 。こ の

よ うに白色 が神秘的であ り、超 自然的な力を持つ と考

え られ，清浄で神聖な色と して尊ばれてきた背景には

こ の ような事柄 と の 関速が考え ら れ る。

［二 ：三二：∫一
…
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　　　 　　广［　　ｧ　一 　　　　　　　　　　　　@ 　　
−　　　　　一　　　一　　　’　　一　　　　　　　　　　　一 」◎VRNAL　◎F　THE　CO

R　SCIENC 髭　ASSOciATgoN 　OF 　

PAN 　 臼 が 占 代 か ら特別な色と し て 用いられて

たことは， こ れまで も述べてきた通りだが 　近世に

り色 彩 が 民 λ達 の
もの と なってき ても ．実 はE ヨ

依 然 として 特 別 な色であ っ．、「一』公家の制に， 副 、歩「当時 無地

のく匡］〉衣 には 厳需1」あ 1
っ
て　 　公唄 11   ξ上は∈

ｻ ，五位以 Il は 臼 小 袖（耳舶）」（慶長 ‘十年，寛

三年武 家法度〕 とあり．武土ぞ功を稿む と ．大名［に取

立 てら れ ．E ヨ 飾」 尸を、午されたご二いうが，

は公
的
には みだ

り
に 着用 百 ざ な い、

い
わば ，聾 貞な色とさ

れたよう

ある。川 柳に一］ののふ． 」爲居を菅寸 とく 1 ／’1

く なり」 （『、 Ill 柳 狂歌集」 1 ．誹風柳多留

i 剿）とあり．狐は数多く 鳥居 を 越 え ると ，その功

より位 が 高 くなり ， 毛も臼 くな る、武⊥も功
を

積 む

人名1 こなるこ
とが
でき ，白無 垢 を taることに なる， と

う惹といわれる。また一般に モうとくに伊廴 ‘．男の 見

は，すべ て 日一 一一色で， …　当 時はL ヨの出 で 立ちで

ft ， 9 で占原に通うのを伊達で あ ると t7D ． こσ）．t 賃は

の 1 角の『 よ り高 かった そう である。 ． 1 （［文 ．

2 に見る「 i 本 の色… 伊原昭1994 よ D ） と あり．

の当蒔，多く の 新 し
いt“が人々の手に よ D 作 り 出

れ流 行しても

1 ヨ は 特月1 の恵味を持つ色とし て 他 の愈とはま

た一く異 な る位置づ けを持 っ て い たと 考えら れ る

　こ の よ う仁 考えると臼は単なる色 のシロでは な く 、

人々にとっこそれ以1のものてあ⊃たことがわ か⊃て く る

よって 自の1 ズ貸i ヨ体に特

な
匚

味が加わってい ぎ ， i

、すます｝ ト 」
承裸

や 神聖視と結び
つ
きを深

めたので は な い

、 ど、 i われる、．2 一δ ， ものの根源こしての白

しかしここで ．． つ だけ托摘して『B か t ，91 ナ れば

らな い 票は、 白が特｝ 弓．．な夕 である と い う よ う な

え方は， 牝台El 本 を刀めとす るアジアの国だけ

独特と言 う わ けではな い と1の う鳶ミ である 。当代ギ

シマの 人々は光 と閣　 すな わ5 白 と 馬の両極の間か
ら

ま
ざ

ま な
色
が

発生し
た
の
だと考えていた。F 「 は し 、わ ば も

の根源 や ものの系を象徴的［ ． ． 表剴色eも あっ

。人類学者 タ ー ナー は ．．

はノ』［ 「百 ． こ おける最 も原初的
な
シンボルであ リ　ン

ンプ族が人問に おけ る 真云 天 を白で象徴して し、

：こと畜嬬周し ているっ 　 Ul の「ものの根源」

象 徴とし 一（の臼は日 ZSI の 場合 「白 技味 」で

ら れる 。こ れは 当 初 は 産室 の中で蘆 用 す
る
永服 を

眛してい

。そ
れが次第に凶事に羞用す る肢 表

なる わ けだ が ． い ずれにしても 人 の 誕 生か死 に関

した根源的 な意 口木1 ： こ 通じ．⊂し’1 る。 亅

52 − 7，太陽信 仰 ，騎馬民族との関わり 　

て、先 に 白 と 太陽信仰と の関 わ り を 述 べ たが． 白

太陽との関 わD で 尊ぶのは建国者が天神 または ヨ 神

ﾅ あるという信 仰 を持つ駘馬 民 族の影 響 を受けている

ﾆ 思 われている。倭人 は 藍 染と思 われる胃色の衣服 を

着てい たよう で あり ．白
衣
を
着

用 す るよ う になったの

は三 世 紀以降のことと推測され る 。この白 衣 「ま東北ア

ジアの 騎馬民族の 常 服であ り，と く に朝服
や
祭服

と
し

て用 いられた。ヂンギス・ ハーンも「 ベキ 〔首長）は

H い馬に 乗 り、 1 ヨい 衣 射まと い ， 世の も っ

も 高い 地 位にっく者 」と 述べ たという。よって

古 ・ 満州・ 朝 鮮では臼 が尊ばれ朝鮮 を 逓じて東 北

ジア の満 馬民
族 の特 徴 的 な風俗

に
運 な る と考えら

ている。 　しかし実際は三世紀以前 に口本に臼い

の衣 はな かっ たか という
と．そ

う ではな く，1 す でに

文のこ ろからコウゾ ・ニレ ・藤 つる ・クズ・オヒョ ウ

どの 植物絨維が 水 にさらさ れ灰汁 で煮 ら れて生 な

の 布 と
して日 常着に使われてい VI − ・・コ ウ ゾの布

木 綿（ ゆ う） とし（神事に使われ … 　　日不古来の

はLLI であ り 水であ り ， 草 木で あり ，その霊が佰

ものとして 右 が 尋 ば れた… 　 　 ． 1
（

色
の

語るヨ本の歴史」

り） と いう ように，すで［こ白を 尊び 信 仰す
る

よ

な精神構造 は あ った と 思われる、、よってむし ろ

こに騎馬民族の 影響が適合していったとも考 えられ

t ． 2 − 8 ．白嗜 好の変容 　 これまで 述べて

た白嗜 好の
背
景が．これらの一達 の研究で得られ た

ジアでの白嗜 好と口接 的に 結びつ い たとは思えな い

、 日 本 で の白 嗜好を 考 えるなら ば ， そ の 嗜 好理 由

多くが1清 潔さ ． で あり，白の清浄 視 が基 盤 とな

二って いることは少
な
く とも 推測できる。 　また

国 ではほとんどの1 卸子 理 由 が「純潔 」 であっ たこ

と、

に 対す る神聖 視が埋由の中でもわずか で はあるが

ら れ たことを考 え合わせると、中 国 でも N の持つ

がれの な さ ・潔白こ およ び 神性という意味あ いが

理［ 勺な 蟇

とな って選択されていたと考 え
ら
れ る。 　しか

ながら， ある 地 域にあ る概念が導 入されて も そ の

念 は そ の 地 域 の 特 有 な又化の 中 で育 まれ，様相 が

な て

る様が
、
この 臼 嗜 好 を 追 求 す る 中 で も 見 え てく る。 　 例 え
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結び っ ぎをわが国 に伝えた圏でもあるが．ここではそ

の うち 「日 い衣」は無位無唐の もの や役所の 用 務員な

どを意ロ禾する よ
．
うにな っ て くる。さ らに仏教で も内衣

は俗人の意昧 凝示 し，口衣観琶 （び ゃ くえかんのん）

は別と し て 白 は高翼な色 と して の扱い が 見 ら れ な い 。

　よ っ て Eヨ本では大陸か ら取り入れた 自の概念が，こ

の文化が古代からも っ て い た R へ の 神聖視と融合 し，

よ り高ま り，独特な位置づ けができたのではな い か と

考える。こ の ように考える と口本仏教 における白色浄

衣が他の地域と比 べ る と二特徴的であ るのも ，法然− 人

が説法の中で 白色が最葛の色 で ある こ とを述べ て いる

の もうなつ ［りる 。 こ の樣にヨ本 の場台の 臼嗜好の 背景

には太陽信仰と神仏習合孟州可らかのかかわ りを持 っ た

よ うに思えるが、そ の詳細を明らかにす る為に はよ り

進んだ研究が必要であろう。

　白嗜好を騎馬民族との 関わ りで考えるな らば，ア ジ

アのか 尽 り広範匯な地域において臼に対する嗜好が貝，

られる 可能性が推測され蠧 、しか し，そ の 白の概念が

地域の文化 の 中で 独特な 変容 を 遂げて 行く こ と も推測

される。逆に言 うな らば，そ こに文化が反映される と

考えられる。

2 − 9，注慧 （attentlon ）との 関わ り

　心理学的見地か らモ，日 が特月1」な色と して扱われるよ

う に な る 理 由 を 考 え て み る と，一
つ に は 注 意

（attentlcn ）と の 陵わ つがあ ると考え られる。反射率

の 高 い ヨは う
．
す暖い 墅 聞でも他の色 より映える 。 よ っ

て照度の 低い 屈住空間 で生1舌を営ん だ時代よ り，自分

の顔 を少 し 蒼も睨る く目立つ よ うに見せ ようと女牲の

間で 白粉がも て はやされる ように な るわけだが，それ

はともか くと し ζ7も 1 白が高位の者の象徴的な色 と

な っ た正里由は ，高員な色 とさ1れる紫以上 に、臼の持つ

「扇立
一
5 」が特別な角と して の 性質を裏付ける こ と に

］g　： た の で はない か と考えられ る 。先の チ ン ギ ス ・A 一

ンの 嵩莫もそ の意味を含む と考え られ る 。

　献 fされた 「白雉」「白雀」「白狐」な ども実際は突

然変異であろうか ら，自然界 におい て はかえっ て 目立

つ こ と が身の 危険に つ なが る可能性 を生む。しか しそ

の よ うな 昌立 ち が特殊性 へ と つ な が り、自の 特別な意

味あ い を強め た可能性を推測βる事が出来る。換言 す

るな ら ば，高恒 の も の は人よ り も 目 立 っ て 注惹をひ ぎ

つ ける必要があるか らこそ特殊性を持 つ 臼が象徴的に

用 い られるよ うに芯 っ たの で はないだろうかと考えら

れ る 。

　これま で述べ てきた
一

連の色彩嗜好の国際比較調査

は ．主 に 色見本を使用 した も のであるが ，こ のように

考えを進めて行 くと ，白を選択 した行動の背景には色

見本 の 中で 自の 色票が目立 っ たためとも 考え られる 。

しか しそ こ に 注 意　（ailenibn ）がもた らされ ，そ の 色

が心理 的に ［図」 の要素 となるに至る理由は ，単に物

理的特性以外にもさまざまな要区が考え られる。それ

は個人 によ っ て も 異なる し文化によ っ て も異な る で あ

ろう。よ っ て 視点を変えるな らば 、ア ジ ア で見 られた

臼嗜好 は．アジアの人運 にと っ て 臼が彼 らの 注意をひ

ぎ つ け
一
図」とな りやす LIC，．で あ っ たと読み変える こ

ともでぎる 。 しかしその背景 にはそれぞれの地域 にお

ける文化な ど、様々 な要因が関連して い る事を充分に

羂意すべ ぎで あ ろ う。 何故ならば．それ らの要因の読

み解ぎこそが色彩を通 じた文化の理解に繋 がるのだと

考え られるか らである 。
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